
●○「地域・地球」環境活動実践セミナー○●  
テ ー マ 「気候変動を科学する、  

そして地域から環境活動に取り組む」  
⽇ 時   平成２７年 ２ ⽉ ３ ⽇（⽕）  

１３ ：３０ 〜１５ ：３５（ 開場１３： ００〜 ） 

場 所   ⼤ 塚 化 学 株 式 会 社 テ ィ エ ラ ホ ー ル （申し込み先着 ８０名）  
（ 徳島市 川内町 加賀須 野４６ ３）  

※⼊ 場 無 料  
 

猛暑、豪雨、竜巻、突風、そして大雪と、最近、気候が変だなと感じていませんか。 
        このような気候変動（地球温暖化）について、昨年１１月、国連が最新の科学的な知見を発表しました。 
国際社会は、この成果を踏まえ、気候変動枠組み条約に基づき、今年末に開催される会議での「２０２０年以降
の取組の新たな枠組み」の合意を目指し動いています。 

こうしたことは、我が国の対応などを通じ、当然、私たちの事業活動や日常生活にも影響してくることが予想さ
れます。一方、このようなグローバルな問題も解決に向けては、国際社会や国はもちろん、県や地域社会、さら
には、事業者や県民一人ひとりの自主的かつ積極的な取り組みが不可欠です。 

そこで、このセミナーではグローバルな視点から、気候変動に関する最新の科学的知見やこれに対応するた
めの企業活動における取組方策を学びます。 

併せて、ローカルな視点から企業における様々な具体的環境活動や、学校の環境学習活動を企業が支援す
る「あどぷと・エコスクール」の実践例を知り、皆さんが取り組むための契機とします。 
 

  プログラム  
 
● 解 説 「Ｉ ＰＣ Ｃ 第 ５次評 価報告 書に ついて 」 

報告 者 ⼤ 屋 啓 ⽒ 
（ＩＰＣＣ リポート コミュニケ ーター/ ＮＰＯ法⼈環境⾸都とくしま創造センター 理事/ ⼤塚製薬（株 ）環境・安全部⻑）  
 
● 講 演  「地 球温 暖 化 と企業 活動」 
  講 師 市 川  ⼤ 悟 ⽒ 

（ 公 益 財 団 法 ⼈ Ｗ Ｗ Ｆ ジ ャ パン ⾃ 然 保 護 室 気 候 変 動 ・ エ ネ ル ギ ー グ ル ー プ オ フ ィ サー）                   
 
 
●環境 活動 報 告Ⅰ 

①⼤ 塚製 薬株 式会 社 ②⼤塚化 学株 式 会社 ③⼤鵬薬 品 ⼯業株 式会社  
 
● 環境 活動 報 告 Ⅱ 

◆「あど ぷと・ エコス クール」の活動について    城⻄ ⾼等学 校 
 

       講 師          公益財団法⼈ＷＷＦジャパン ⾃然保護室気候変動・エネルギーグループオフィサー 

           市川 ⼤悟 （いちかわだいご） ⽒ 
1984 年  愛 知 県 生 ま れ 。 高 専 にて 機械 工学 を修 了 後 、 東京農工大学農学 部 を 修了 。 エ ン ジ ニ

ア と し て 活 動 し た の ち 、 現 在 は WWF ジャ パン （ 世 界 自 然 保護 基 金 ジ ャ パ ン ） の 気 候 変 動 ・ エ ネ 
ル ギ ー グ ル ー プに 所 属 。 地 域 の自然 環 境 と 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー が 共 存 す る 社 会 の 実現 を 目 指 し 、 
現在 は 地 域 と 協 力 し て 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 に 向け た プ ロ ジェ ク ト に 取り 組 ん でい る 。  

参 加 申 込 書 切り 取らずに 、Ｆ ＡＸ ． ０ ８ ８ － ６ ６ ４ － ６ ０３３ ま で お 送 り く だ さ い 。 

 参加者⽒名 企業・団体名 電話番号
１   （  ） ー
２   （  ） ー
３   （  ） ー

主催 ／徳 島県・ ＮＰＯ 法⼈環 境⾸都 とくしま 創造セ ンター        
⼤塚 製薬株 式会社 ・⼤塚化 学株式 会社・ ⼤鵬薬 品⼯業 株式会 社 

お問 い合わせ ／エコ みらいと くしま(担当:⽊村)  ＴＥＬ ０８ ８ － ６６４ －６０１ ５・６０ １６  


